
O s aka A s s o ciat ion of  A rchite c ts & B ui ld ing Engine er s
News let ter  “ Kenchik u - Jin”  No. 688

2021

10





表紙の建築   「LIGHT FALLING」 2020年
第13回 建築人賞 建築人賞 受賞作品
設計：マニエラ建築設計事務所　大江一夫
施工：西友建設
撮影：喜多　章
北に箕面連山を望む細長い敷地に建つ専用住宅。吹抜
けと大型トップライトにより、1階のLDKに光が降り注ぎ、
内外で水面が繋がる水盤が揺らぎを壁天井に投映する。
外部の緑と空の青を水面に写し込み屋内庭園の様に機能
する。外壁はモルタル櫛引仕上げとし力強さを表現した。

大阪ここちエエ
写真  田籠哲也　文  牧野隆義

2021.10  No.688
O s a k a A s s o c i a t i o n of  A r c h i te c t s & B u i l d i n g En g i n e e r s
N e w s l et te r  “ Ke n c h i k u - J i n”

大阪府堺市には、大阪湾に面して大浜公園があり、
市民の憩いのエリアとなっている。この公園は、1879

年（明治12年）に幕末期につくられた砲台跡地に海
浜公園を開設したことが始まりだ。その後、景勝地の
眺望を武器に観光料理旅館が相次いでつくられ、大
阪市内からも多くの観光客が訪れ大いに賑わった。
1903年（明治36年）には、大阪で内国勧業博覧会が
開催され、ここは第2会場として巨大水槽を売りにし
た堺水族館が開設され人気を博した。その後も開発
が続き、浴場を中心に食堂や劇場、遊技場などを備
えたレジャー施設が開業し、この海水を利用した施
設は人気を集めた。
しかし、レジャー施設などは室戸台風により壊滅的
打撃を受けて、その後の1944年（昭和19年）解散し
た。戦後には海水浴場は復活したが、1958年（昭和
33年）には堺泉北臨海工業地帯の造成のために閉鎖
され、その賑わいの面影は消えてしまった。
しかし、70年代以降には大浜体育館や大浜公園相
撲場、野球場、プールなどが開設され、市民が気軽
に利用できるエリアに変貌を遂げた。
この可愛らしい写真は、堺旧港の突端に配された旧
堺燈台で、1877年（明治10年）につくられた建造物で
ある。日本で現存する最も古い木造洋式燈台として
1972年（昭和47年）に国の史跡に指定された。
この燈台が、新型コロナウイルスとの戦いに疲れ果て
た市民を和ませ、明るい未来を照らしてもらいたい。
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Gallery 日本圧着端子製造 大阪技術センター別館 -Kahdeksankulmio- 設計：Atelier KISHISHITA
施工：フリースタイル

JR線駅前に建つ電子部品メーカーの研究試験施設である。旧建物で
の製品試験を継続しながらの建替計画であったため、路地（接道幅2m
奥行き28m）奥での工事となった。大型重機の使用が不可能な状況か
ら人力での施工が前提の小部材を用いた木造建築とし、また、今後の
増築の有無が不確定な状況を考慮して、増殖可能性を孕んだ「八角形
の連続体」とした。旧建物解体後の外構計画にも建物同様の八角形を
用い多くを緑地とした。この緑地が今後の増築スペースとして確保され
つつも、現状では雑然とした周辺環境に対しヴォイドとグリーンを提供
することとなり、機能的であることや常識的であることを超えた企業自
らの姿勢や想いを表象している。　　　　　　（岸下真理+岸下和代）

所 在 地
用 途
竣 工

構造規模
敷地面積
建築面積
延床面積
構造設計

設備設計
写　　真

大阪市西淀川区
研究所
（建築）2017.05
（外構）2020.02
木造1階
1,370.34㎡
266.34㎡
266.34㎡
満田衛資構造
計画研究所
パルス設計
絹巻　豊
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Gallery 片流れの家 設計：コンパス建築工房
施工：アール・ワン

密集する住宅街の中で、自然材料にこだわり、四季を感じながら、老後
をゆっくり楽しむための住まい。変形敷地に合わせて、大きな片流れ屋
根のボリュームに寝室のキューブを入れ子状に挿入。片流れ屋根は駐
車場に大きく持ち出してアプローチ屋根を兼ねる。室内では杉天井が
玄関から吹き抜け階段、2階リビングへとつながり、セキュリティーやプ
ライバシーを守りながら、充分な採光と通風を確保。南庭ではデッキや
テラスにより外部生活も楽しむことができる。木材は熊本県球磨地方
の杉、桧を燻煙乾燥、プレカットの上、産地直送。外壁材は無垢のセメ
ント素材。内壁は、鹿児島のシラスを用いた中霧島壁。

所 在 地
用 途
竣 工
構造規模
敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

大阪市城東区
専用住宅
2021.02
木造2階建
121.40㎡
86.01㎡
111.64㎡
岡田大次郎
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Gallery GEOMETRIC HOUSE 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：ヒロタ建設

敷地は40坪であるが、限られた空間の中に和室・各
居室・LDK・プレイルームを包含したRC造4階建ての
計画である。
外壁は塗装と打放し、杉化粧型枠でRC造の力強い
物質感を表現され正面ファサードは幾何学的な表情
が街に奥行き感を与えている。
ダイニング・キッチンの上部は4階との繋がりを持た
せ、広がりのある空間とし同時に水平垂直の壁面線の
隙間からは街並みが顔を覗かせている。
各々のフロアが機能的に完結されつつ、3・4階の開放
性は家族の集まり、豊かさを感じられる室内となり、
日々の生活に潤いをもたらすだろう。

大阪市天王寺区
専用住宅
2020.08
うきょう建築
構造事務所
RC造
地上4階建
133.14㎡
90.38㎡
244.46㎡
松村芳治

所 在 地
用 途
竣 工
構造設計

構造規模

敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真
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動静レポート

会長動静

8/26 四條畷市長面談
 内山鑑定事務所協議
 建築材料・住宅設備総合展2021表彰式

8/30 東京建築士会 元会長中村氏協議
8/31 門真市長面談

 大阪市都市計画局長面談
9/ 3 八尾市長面談
9/10 大阪都市景観建築賞審査会

 運営委員会
9/14 大阪府収用委員会
9/15 理事会・正副会長会議
9/16 柏原市長面談
9/17 京都府建築士会 髙田会長面談
9/18 兵庫県建築士会 宮宅会長面談

 「建築士が見た太陽の塔」講演会
 近畿協議会青年部会大阪会議

9/21 和歌山県建築士会 池内会長面談
9/22 大阪府収用委員会

 奈良県建築士会 米村会長面談
9/24 東大阪市長面談

 日本建築士会連合会理事会

会長による府内市町村長との面談

9月度　理事会報告

（1） 入退会　　　　　　　　　　　　  （人）
8月 入会 退会等

正会員 2,427 2 3

準会員 38 0 0

特準会員 28 0 0

賛助会員 139 0 0

計 2,632 2 3

（2） 会計報告　　　　　　　　　　　  （円）
8月計 累計

収入 4,621,449 70,991,417

支出 9,922,804 49,964,828

差引 △ 5,301,355 21,026,589

上表の入退会と会計報告を承認しました。

（3） 第 65回建築コンクール審査員
建築表彰部門から、審査委員長に長坂大
氏（京都工繊大）、委員に植甚一氏（大阪
府）、中嶋節子氏（京都大）、荻原廣高氏（神
戸芸工大）、満田衛資氏（京都工繊大）の
推薦があり、これを承認しました。

（4） クラウドファンディング企画
社会貢献部門による「地域貢献活動助成
制度」の持続資金の確保並びに市民が応
援するまちづくりの仕組みづくりのため
に、本会は助成活動団体と活動内容を精
査し寄附者が信頼して支援できる体制を
整える。低額寄附でも支援者数を多く確
保し、初回を成功させて持続可能なクラ
ウドファンディング事業を目指します。
（5） 本会の IT化の促進

IT促進委員会からの動画配信の技術的手
法を確立するための課題や方策の提案及
び各部門における配信の必要性の判断や
配信のための具体的な人材育成等を検討
することの重要性の提言を踏まえて、現
状に必要な最低限の機材等の購入を承認
しました。
（6） 70周年記念事業等の進捗
来年の定時総会記念講演は、2021年日本
建築学会大賞を受賞された香山壽夫氏に
承諾いただいたこと、記念事業は二部構
成で、在宅福祉は二井夫妻・寺地氏、ウォー
ターフロントは陣内氏・藤本氏・髙原氏
に承諾いただき、今後も行政関係者等に
依頼を予定していることを報告しました。
（7） 栄誉会員表彰に賛助会員の追設

70周年を迎えるにあたり、来年度の定時
総会から栄誉会員として本会在籍 35年の
賛助会員を表彰し、感謝の意を表するこ
とを承認しました。

二級建築士設計製図試験を実施

9月 12日、全国一斉に二級建築士設計製
図試験が「歯科診療所併用住宅（鉄筋コ
ンクリート造）」の課題で実施されました。
大阪では本会が運営を担当し、関西大学
千里山キャンパスにおいて、今年学科を
合格した 606名と製図からの受験者 292
名の合計 898名が受験されました。
全国の受験者数は 11,450名で、昨年に比
べて 154名の増加、大阪では 65名減少し
ました。
なお、一級・木造建築士設計製図試験は
10月 10日に大阪経済大学において、一
級が「集合住宅」、木造が「専用住宅（木
造 2階建て）」の課題で実施します。

本会は運営、研修、事業、建築表彰、建築情報、社会貢献の6つの部門により活動しています。

左から濵田副会長、東修平四條畷市長、岡本会長、
田中部門長

左から仙入部門長、大松桂右八尾市長、岡本会長、
上田副会長

左から角田悟史大阪市都市計画局長、岡本会長、
濵田副会長

左から市川建築士、市川委員、岡本会長、
野田義和東大阪市長、上田副会長

左から濵田副会長、岡本会長、宮本一孝門真市長、
三原淳子門真市副市長

左から松井久尚柏原市副市長、冨宅正浩柏原市長、
岡本会長、上田副会長、竹田理事
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動静レポートTopics

令和3年度大阪府ヘリテージマネージャー育成講座をスタートして
第1回 日程：令和3年8月28日（土） 第2回 日程：令和3年9月4日（土）
 会場：綿業会館  会場：奥野家住宅（豊中市）
今年度受講者：25名

建築士が見た太陽の塔
日程：令和3年9月18日（土）
会場：エル・おおさか
参加者：49名

阪田晴宏（ヘリテージ委員会委員）

松田大佑（社会貢献部門地域まちづくり委員会大阪市南地域）

第2回講座（奥野家住宅）

になります。
　そして、保存すべきは「モノ」だけではあり
ません。残したい「コト」もあるはずです。さ
らに、まちなみ景観への配慮も必須ですし、
あるいはまた、残したい歴史的建造物等が、
必ずしも文化財的価値では測れない場合も
あり得ます。
　地域や歴史、人々により、さまざまなケース
があり、まさにHMの力が試されるところです。

工事工程の煩雑さ、太陽の塔内部の仮設計
画の難しさ、また現場内が工事の特異性もあ
り同じベクトルに向かって団結して工事が進
んだ様子など説明していただきました。
　3D測量による点群データの有用性（太陽
の塔内部にある複雑な形状をした生命の
樹、他展示物との干渉確認に使用されたこと
等）や、EXPO‘70のプロジェクトが50年後、
新たなプロジェクトとして再生したことなど
様々な角度から今後の建築活動に大変役立
つ講演会でした。

　ヘリテージマネージャー（以下、HM）とは、
地域に眠る歴史文化遺産を発見し、保全・活
用して地域づくりに活かす能力を持つ人材の
ことです。本会では、歴史的建造物の保全・
活用に関わるHMを育成し、地域文化活性化
の一翼を担う人材として活躍してもらうことに
より、誇りの持てる地域づくりへの貢献をめ
ざしています。
　その専門家を育成する「大阪府HM育成
講座」を2013年度から、文化庁の補助を得
て、大阪府教育庁文化財保護課と大阪府登
録文化財所有者の会の協力のもとに実施し
ております。
　今年度で第9期となる大阪府HM育成講
座が、8月28日にスタートし、第2回講座も9
月4日に無事終了しました（第3回講座は9月
18日）。おおまかな講座内容は、ヘリテージマ
ネージメント、関係法令、保存と活用、歴史、

　9月18日エル・おおさかにて「建築士が見
た太陽の塔」講演会が開催されました。
　1970年、EXPO‘70のお祭り広場に、丹下健
三先生デザインの大屋根と共に岡本太郎氏
のデザインによる太陽の塔が仮設建築物とし
て建設され、万博終了後一時は取り壊しも考
えられましたが1972年工作物として再申請、
1975年に保存が決定、2008年「太陽の塔再
生事業」がスタート、2018年にリニューアル
オープン、建築物として内部公開され、2020
年には国の登録文化財に指定されました。
　万博終了後48年間、内部公開されること
のなかった「工作物としての太陽の塔」を「建
築物としての太陽の塔」として内部観覧でき
るように改修工事するという難解なプロセ
スが必要であるプロジェクトを成功させ、今
回、発注者である大阪府住宅まちづくり部公
共建築室一般建築課の佐藤健哉様、設計者

構造、景観、防災、登録文化財、実測調査、
活用提案などの講義と実習から成り立ってい
ます。
　第1回目は綿業会館にて、①オリエンテー
ション、②歴史的建造物の保存活用と文化財
保護法、③大阪府内の文化財、④登録文化
財とヘリテージマネージメントについての講
義がありました（緊急事態宣言中のため、②
は文化庁からのオンライン講義）。第2回目は
豊中市の奥野家住宅にて、①改修・再生のプ
ロセスと考え方、②歴史的建造物の保存と
活用の提案に関する講義でした。
　厳密に考えれば「保存」と「活用」は相反す
る行為（人が関わり何らかの用途に活用する
場合は「保全」と言うべき）ですが、実際の改
修・再生では、保存と活用を成立させるため
のデザインが必要となります。つまり何を保
存するか、活用といかに両立させるかが問題

の株式会社昭和設計（元所員）の久家一哲様
（現在、長崎に居住され、コロナ禍の開催とい
うこともありWebによるオンラインで登壇。）
工事施工者の株式会社大林組の垣内博様の
三者から当時のお話を伺える講演会でした。
　発注者である大阪府の佐藤様からは、万
博レガシー復活、「大阪城」「通天閣」と並ぶ
大阪のシンボル「太陽の塔」再生事業として
スタートした経緯、又「地底の太陽」など内
部展示物の復元、修復についての説明をい
ただき、設計者の立場として久家様からは建
築確認申請の実務にあたり、法的解釈の難
しさ、既存の芸術性の保存、新たなファサー
ドの構成、建築物としての階数の判断や、階
段、防火区画、排煙、耐震改修設計、など現
行法に適合するまでの苦労話など、当時の
資料を踏まえ、具体的に説明していただきま
した。工事施工者の立場として垣内様からは
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Information

建築士会からのお知らせ

本会主催の講習会等では座席の離間距離
確保等の新型コロナ感染防止対策を行いま
す。受講者におかれましてもマスク着用、手
指のアルコール消毒等のご協力をお願いし
ます。
感染状況によっては延期、中止となる場合が
ありますので、最新情報は本会HPでご確認
ください。本会以外の事業は主催者にお問
い合わせください。

既存建築物耐震診断等の
評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関
する法律」の改正に伴い、建築構造の学識
者や実務者で構成する「建築物耐震評価委
員会」を組織し、平成26年1月より建築物耐
震評価業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物
など、申込者が検討した建築物の耐震診断
及び耐震補強計画について、専門的観点の
もとに審査・審議を行い、妥当であると認め
る申込案件に対して評価書を交付します。
本年6月1日より、広域緊急交通路沿道ブ
ロック塀等耐震化促進事業（補助金）におけ
る耐震評価機関となりました。
スピーディな審査を心掛けておりますのでど
うぞご活用ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等
（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構
造種別は問いません。また、他府県の建
築物も対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

大阪府知事指定講習
2021年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法》
12/8・2/17　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けるこ
とができる技術者として名簿に掲載します。
（本講習は、国土交通大臣登録講習ではあり
ません。）
日程　①12月8日（水）
　　　②令和4年2月17日（木）
時間　10：00～15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　大阪メトロ「谷町四丁目」下車
定員　各40名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,300円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）
※受講料及びテキスト代金は、事前にお振
込願います。その際振込手数料もご負担
願います。

令和3年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）

11/10、1/27、2/18、3/9
CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験
豊富なベテラン技術者の講師による解説と
映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術
者の方も受講が可能です。日頃の工事監理
業務に役立ちますので、ぜひご受講ください。
日程　11/10（水）
　　　令和4年1/27（木）、2/18（金）、3/9（水）
時間　8：55～17：00
会場　本会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ　
　　　りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/toriku
mi/news/2015-07-28-2.html

令和3年度建築士定期講習
3/7、3/24　CPD各6単位
10/27、11/19、12/16　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は3年以内ごとに定
期講習を受講しなければなりません。本年
度は平成30年度に本講習を受講された方
や、建築士試験に合格された方が対象とな
ります。未受講者は懲戒処分の対象となり
ますので必ず年度内に受講してください。
▼対面講義
日程・会場・定員
　3/7（月）  大阪国際会議場10階 200名
※3/24（木） 大阪国際会議場10階 200名
時間　9：15～17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込方法
申込用紙を建築技術教育普及センター
HPからダウンロードしてください。
（平成30年度受講者には、同センターから
直接申込書を郵送しています。）
ご記入後、大阪府建築士会又は大阪府建
築士事務所協会事務局へ持参していただ
くか、簡易書留にて郵送してください。

受付場所（送付場所）
　※印の日程　　   大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程   大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　  会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申
込みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

▼「WEB動画配信」による講習会
各自都合のよい時間にWEB動画により受講
いただき、修了考査のみ会場に来ていただく
形式となります。
修了考査日程・会場・定員
10/27（水） 大阪府建築士事務所協会
  1日3回16名ずつ
11/19（金） 大阪府建築士会 1日3回20名ずつ

12/16（木） 大阪府建築士事務所協会
  1日3回16名ずつ
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込方法
建築技術教育普及センターHPからWEB
申込

　https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習11/25　CPD5単位
更新講習12/22、2/15　CPD各2単位
オンライン更新講習　CPD2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修
了した建築士のみに認められる業務です。
ぜひ本講習で新たな業務の資格を取得して
ください。なお、2018年度に本講習を修了さ
れた方は本年度が有効期限となりますので、
更新講習をご受講ください。オンライン講習
も開催します。
▼新規講習（DVD講習）
日時　11/25（木）　9：30～17：00
会場　本会会議室
定員　20名（定員に達し次第締切）
受講料　郵送申込22,000円
　　　　WEB申込21,450円
▼更新講習（DVD講習）
日時　12/22（水）、2/15（火）
　　　13：30～16：50
会場　本会会議室
定員　各20名（定員に達し次第締切）
受講料　郵送申込17,600円
　　　　WEB申込17,000円
▼オンライン更新講習
日程　11月前期：11/1（月）～11/15（月）
　　　　申込締切10/18（月）
　　　12月前期：12/1（水）～12/15（水）
　　　　申込締切11/17（水）
　　　1月後期：1/16（日）～1/31（月）
　　　　申込締切1月2日（日）
　　　2月前期：2/1（火）～2/15（火）
　　　　申込締切1月18日（火）
　　　2月後期：2/16（水）～2/28（月）
　　　　申込締切2月2日（水）
定員　各200名
受講料　WEB申込のみ17,000円
※受講に必要なパソコンの動作環境の詳細
は、日本建築士会連合会ホームぺージを
ご覧ください。

▼申込
日本建築士会連合会ホームページよりお申
込みください。

はじめよう、文化財の活用
10/24、11/28、12/4、1/22、2/19（全5回）

毎回異なる国登録有形文化財を会場に、建
物見学やワークショップ、周辺のまち歩きを
行います。所有者から保存と活用の取組み
事例や課題についてのお話を伺いながら、
活用を通じて文化財を保存する力、いわゆる
「文活BUN・KATSU」を学ぶ講座です。
第1回
「鎌倉時代から続く小谷家で楽しむ和菓子

作り」　
江戸時代に建築された主屋の奥座敷で、季
節を表現する和菓子を作ります。
日時　10月24（日）　13：30～16：30
会場　小谷城郷土館（国登録有形文化財）
　　　堺市南区豊田1602
講師　出口勝正（菓子処ふる里店長）　
第2回
「銭湯×JAZZ」
かつてダンスホールとしても親しまれてきた
源ヶ橋温泉。JAZZの名曲やリクエスト曲の
生演奏で歴史を辿りながらオシャレな時間
を過ごしてみませんか。
日時　11月28日（日）　13：30～16：30
会場　源ヶ橋温泉（国登録有形文化財）
　　　大阪市生野区林寺1丁目5-33
講師　茶之木一世
　　　（ピアニスト、作曲家、編曲家）
第3回
「森のねんどのまちづくり」
古民家で大人も子供も楽しめる吉野杉の木
屑を使った「森のねんど」で自分だけの小さ
な世界をつくってみませんか。
日時　12月4日(土 )　 13：30～16：30
会場　吉村家住宅（国登録有形文化財）
　　　貝塚市西町12-7
講師　岡本通泰（人形作家）

定員　各回24名程度（定員に達し次第締切）
受講料　各回1,500円
申込方法　
必要事項（名前、住所、メールアドレス、携
帯番号、同伴者の名前）を
heritage@aba-osakafu.or.jpへメール
又は06-6943-7103へFAX。
後日、参加証のメール等予定。（集合場所
など記載）

各回詳細及び第4回第5回については「大阪
文化財ナビ」をご覧ください。

令和3年度地域文化財総合活用推進事業
入門!!講談で楽しむ大阪の豪商物語
「淀屋」と「鴻池」

10/28（淀屋）・10/29（鴻池）

「講談師  見てきたような  嘘をいい」と言わ
れますので史実とは違った物語を体験いた
だけるかもしれません。
重要文化財の中之島図書館で講談の「淀
屋」、「鴻池」をお楽しみください。
•10月28日（木）
　14：30～16：00（受付14：00）　
講談の説明、基本（修羅場読み実演）、講
談ワークショップ、講談「淀屋の屏風」

•10月29日（金）
　18：00～19：30（受付17：30）　
講談の説明、基本（修羅場読み実演）、講
談ワークショップ、講談　「鴻池の由来」

出演　玉田玉秀斎　玉田玉山
参加費　各1,500円（要予約）
会場　大阪府立中之島図書館本館3階
　　　多目的スペース2
申込方法　
必要事項（名前、住所、メールアドレス、携
帯番号、同伴者の名前）を
heritage@aba-osakafu.or.jpへメール
又は06-6943-7103へFAX。
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。本会の事業はホームページから申込できます。 
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  http://www.aba-osakafu.or.jp/
メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

第64回大阪建築コンクール
受賞者講演会&トークセッション
10/29　CPD2単位（予定）

大阪建築コンクールは、建築士と社会との関
わりを通じて建築作品を評価し、そのすぐれ
た実績をたたえ、建築作品の設計者を表彰
するものです。第64回を迎えた今回、大阪
府知事賞および渡辺節賞の受賞者による講
演会を企画いたしました。
受賞作品のお話はもちろん、建築に対する
それぞれの思いを語っていただきます。ま
た、審査委員とのトークセッションやパネル
等の展示も行います。
日時　10月29日（金）　18：30～20：30
会場　大阪府建築健保会館6Fホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
最寄駅　大阪メトロ「谷町四丁目」下車
参加費　無料（申込不要）
詳しくは本号同封のチラシをご覧ください。

東日本大震災から10年
災害時に、あなたが行う社会貢献
活動のために !
10/30　CPD6単位

午前中には東日本大震災から10年となる節
目に「東日本大震災からの復興」と題して、
室崎益輝氏から基調講演をしていただき、
午後からは本会が行っている防災活動・教
育訓練等の内容、社会貢献部門の各委員会
が行ってきた防災活動事例についてご紹介
します。
本講習会を受講することで、災害時に建築
士ができる社会貢献活動の詳細を知ってい
ただき、今後の災害時にあなたが行う活動
に活かしてください。
日時　10月30日（土）　9：50～16：30
会場　大阪建築健保会館　6階ホール
定員　70名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員3,500円
　　　　一般4,000円

「Home IoTの現在」
11/24　CPD2単位（予定）

IoTとは、インターネット通信によりスマホや
PCなどの機器からモノ（Things）を制御す
る技術のことです。家電や住宅設備などに
IoT技術やAI（人工知能）が取り込まれるこ
とで新しい住宅やサービスが生まれつつあ
ります。
今回は住宅用のIoT技術の現状やどのような
ことが可能なのかをご紹介したいと思います。
日時　11月24日（水）　18：00～19：30　
会場　本会東会議室
定員　30名
参加費　会員1,000円　会員外2,000円
講師　石貫方子（パナソニック株式会社）
※後日、セミナー内容を有料配信予定 !
　準備が整い次第、改めてご案内します !

行政からのお知らせ

令和3年4月より石綿（アスベスト）
の規制が段階的に強化

令和2年6月に、建築物等の解体等工事にお
ける石綿（アスベスト）の排出抑制を図るた
め、「大気汚染防止法の一部を改正する法
律」が公布されました。主な改正事項としま
しては、規制対象がすべての石綿含有建材
に拡大され、また、作業基準遵守の徹底を目
的とする直接罰が新たに創設されるなど、ア
スベスト対策を一層強化する内容となってい
ます。
詳しくは、大阪市のHPをご覧ください。
HP   大阪市 大気汚染防止法の改正について   検索
問合　大阪市環境局環境管理部環境管理課
　　　環境保全対策グループ　
　　　Tel.06-6615-7923

その他のお知らせ

被災建築物の応急危険度判定（養
成）講習会
10/21、12/16、2/15　CPD各3単位

地震等により被災した建築物の余震等によ
る倒壊、部材の落下等から生じる二次災害
を防止するため、被災建築物の応急危険度
判定を行う大阪府被災建築物応急危険度判
定士を養成する講習会です。判定士の資格
をお持ちでない方はぜひ本講習会を修了さ
れ、判定士へのご登録をお願いいたします。
日程　10/21（木）、12/16（木）、2/15（火）
時間　受付12：30～　講習13：15～17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各40～80名（新型コロナウイルス感　
　　　染防止対策のため調整します）
受講資格　大阪府内在住または在勤の一

級建築士、二級建築士、木造建
築士並びに建築基準適合判定
資格者及び特定建築物調査員

※本講習会は応急危険度判定士に登録され
る方を対象としています。

受講料　無料
テキスト代　税込み1,600円（特別価格）
申込・問合　一般財団法人大阪建築防災セ

ンター企画耐震部
Tel.06-6942-0190

建築レクチュアシリーズ217
10/15

大阪を拠点に活動を行う2人の建築家・芦
澤竜一氏と平沼孝啓氏が1組のゲスト建築
家をお呼びして、年に7回開催する建築レク
チュアシリーズ。作家思考性を探ると共に、
より本音で刺激的なトークセッションを行い
ます。今回のゲストスピーカーは藤本壮介氏

です。
日時　10月15日（金）　19：00～20：30
　　　（開場18：00）
ゲストスピーカー　藤本壮介
会場　グランフロント大阪北館4階
　　　ナレッジキャピタル ナレッジシアター
　　　大阪市北区大深町3-1
入場料　1,000円
定員　190名
申込　ウエブサイトより要申込
　　　https://217.aaf.ac
問合　（NPO法人）アートアンドアーキテクト
　　　フェスタ
　　　E-mail info@aaf.ac

地盤工学会関西支部第12回若手
セミナー
11/11

地盤工学会関西支部では、オンラインと対
面による「若手セミナー」を企画し、若手技
術者の「基礎知識の習得」・「技術継承」・「人
脈形成」の場となるよう、双方向・多方向型
の講義形式で今後に活かせる技術の習得お
よび基礎知識の深度化につながるセミナー
として開催します。
第12回は、「私と地盤とのかかわり」を共通の
テーマとして、発注者・設計者・施工者のそ
れぞれの立場における業務での試行錯誤や
経験談について講演します。
主催　（公社）地盤工学会関西支部
日時　11月11日（木）　14：00～17：00
会場　ドーンセンター大会議室＋Zoomミー

ティング（オンラインと対面の開催）
定員　先着100名
参加料　本会会員1,000円
　　　　会員外1,500円
講演　「兵庫県南部地震における震災被害　　
　　　  調査で学んだこと」
　講師　南荘 淳（川田工業㈱（元阪神高速道路））
講演　「河川の氾濫危険度と堤防破壊のメ　
　　　  カニズムについて」
　講師　栗田秀明（㈱建設技術研究所）
講演　「都市土木工事の苦労あれこれ（営
　　　  業線近接工事）」
　講師　友廣康二（元㈱大林組）
※講演資料は会場にて配布もしくはE-mail
で参加者に事前に送ります。

申込締切　10月27日（水）
申込方法　地盤工学会関西支部HPより申込。
　　　　　FAX、E-mailでも可。
申込・問合
　（公社）地盤工学会関西支部
　Tel.06-6946-0393　Fax.06-6946-0383
　E-mail o�ce@jgskb.jp
　URL http://www.jgskb.jp

メトロポリタン美術館展「西洋絵
画の500年」［大阪会場］
11/13～1/16

世界三大美術館のひとつで、創立150年の
歴史を持つニューヨーク・メトロポリタン美
術館。その西洋絵画コレクションから名品
65点（うち46点は日本初公開）をまとめて紹

介するかつてない展覧会が大阪・東京で開
催されます。
ラファエロ、ティツィアーノ、カラヴァッジョ、
ジョルジュ・ド・ラ・トゥール、レンブラント、
フェルメールから、マネ、モネ、ルノワール、
ゴッホまで、誰もが知る画家たちの珠玉の名
作で、ルネサンスから19世紀まで、西洋絵画
史500年の流れをたどります。
会場　大阪市立美術館
　　　大阪市天王寺区茶臼山町1-82
会期　11月13日（土）～1月16日（日）
事前予約制
休館日　月曜（1/10は開館）、12/30～1/3
問合　「メトロポリタン美術館展」広報事務局
　　　（ウインダム内）
　　　Tel.03-6661-9446

我が町「堺」再認識
堺歴史文化景観まち歩き
11/14・3/27　各CPD3単位

世界文化遺産百舌鳥古墳群や堺環濠都市を
専門家と歴史文化を学び、風景を発見し、景
観写真を撮影する堺歴史文化景観まち歩き
を行います。
時間　13：00～16：00
参加費　各500円（青少年は無料15名まで）
定員　各30名（申込先着順）
日程　11月14日（日）・令和4年3月27日（日）
　•11月14日（日）
　　申込期間　9月1日（水）～10月29日（金）
　　集合　13：00  大阪信用金庫七道支店　　　　　　　 
　　　　　　　　 北広場前（時間厳守）
　•令和4年3月27日（日）
　　申込期間　1月4日（火）～3月11日（金）
　　集合　13：00  中百舌鳥駅西側駅前広
　　　　　　　　 場（時間厳守）
申込・問合　堺ユネスコ協会

Tel.072-299-2323

造園家荒木芳邦生誕100年展
12/2～12/6

荒木造園設計の創設者で、世界各国に名だ
たる作品を残された造園家荒木芳邦氏の生
誕100年を祝って、荒木芳邦生誕100年展を
開催します。
期間　12月2日（木）～12月6日（月）
時間　11：00～18：00
会場　GULIGULI gallery
　　　池田市鉢塚2-10-11
問合　GULIGULI gallery
　　　Tel.072-734-7603
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一
九
六
一
年
、
代
表
作
と
な
る
群
馬
音
楽

セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
た
際
、「
ア
ン
ト
ニ
ン
・

レ
ー
モ
ン
ド
作
品
集
」
と
題
す
る
雑
誌
『
建

築
』
の
特
集
号
に
、
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所

の
草
創
期
の
番
頭
格
と
し
て
活
躍
し
た
杉

山
雅
則
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
事
務
所
の

様
子
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
な
回
想

を
寄
稿
し
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
夫
妻
を
中
心
に

楽
し
い
優
れ
た
作
品
を
念
願
し
て
、
仕
事

を
し
て
い
た
が
、
事
務
所
を
銀
座
の
教
文

館
に
移
し
た
頃
よ
り
、
日
本
の
政
治
状
態

が
厳
し
く
な
り
、
戦
争
気
構
え
の
様
相
を

呈
し
、
満
洲
事
変
に
な
っ
て
か
ら
は
所
員

に
応
召
者
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
、
仕
事

の
量
も
尠
な
く
な
り
、
退
所
し
た
り
、
ま

た
心
な
ら
ず
も
事
務
所
と
袂
を
わ
か
っ
て

出
て
行
く
人
も
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
三
七
年
レ
ー
モ
ン
ド
親
子
三
人
を
欧

洲
へ
の
旅
行
へ
見
送
っ
た
当
時
の
私
は
、

東
京
女
子
大
の
講
堂
と
チ
ャ
ペ
ル
の
完
成

に
専
念
し
て
い
た
が
、
寂
し
さ
に
耐
え
ら

れ
な
い
思
い
だ
っ
た
。」（
杉
山
雅
則
「
私

の
思
い
出
」
一
九
六
一
年
十
月
号
）

こ
の
連
載
で
紹
介
し
た
杉
山
と
吉
村
順
三

が
仲
良
く
並
ぶ
東
京
女
子
大
の
写
真
は
、

こ
の
よ
う
な
心
境
の
中
で
撮
影
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
中
の
「
袂
を
わ

か
っ
て
出
て
行
く
人
」
と
は
、
お
そ
ら
く

一
九
三
五
年
に
独
立
し
た
前
川
國
男
ら
を

指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
、「
寂
し

さ
」
を
抱
え
る
杉
山
と
吉
村
を
残
し
た
ま

ま
、
レ
ー
モ
ン
ド
一
家
は
、
欧
洲
か
ら
そ

の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
へ
帰
国
し
て
し
ま
う
の

だ
。
彼
ら
が
、
新
た
な
根
拠
地
に
選
ん
だ

の
は
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
古
都
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
の
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
の
農

場
だ
っ
た
。
一
九
三
九
年
三
月
、
ク
エ
ー

カ
ー
教
徒
が
切
り
拓
い
た
一
五
〇
エ
ー
カ
ー

の
農
地
を
購
入
し
、
主
屋
（
一
七
二
八
年
）

を
増
改
築
し
て
、
ア
ト
リ
エ
兼
事
務
所
と

し
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
モ
ン
ド
は
、『
自
伝
』

（
三
沢
浩
訳
・
鹿
島
出
版
会
一
九
七
〇
年
）

の
中
で
、「
農
場
も
、
す
べ
て
の
建
物
も
、

家
も
、
非
常
に
く
た
び
れ
果
て
た
状
態
」

だ
っ
た
が
、「
農
地
を
生
産
的
に
す
る
」た
め
、

「
午
前
中
に
建
築
計
画
の
仕
事
を
や
り
、
午

後
は
農
場
で
働
い
た
」
こ
と
が
、「
実
に
楽

し
く
、
創
作
的
な
一
日
で
あ
っ
た
」
と
記

し
て
い
る
。
文
字
通
り
、
晴
耕
雨
読
の
日
々

が
始
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
一
九
四
〇

年
に
、
駐
米
日
本
大
使
か
ら
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
国
会
図
書
館
内
に
、
日
本
関
連
資
料

を
納
め
る
記
念
図
書
室
の
設
計
を
依
頼
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
遠
く
日
本
に
残
し
て
き

た
吉
村
を
呼
び
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
吉
村
は
、
一
九
四
〇
年
春
、

単
身
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
り
、
到
着
後
、
す

か
さ
ず
、
日
本
に
残
る
杉
山
に
、
次
の
よ

う
な
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

「
五
月
二
十
七
日
、
早
朝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
上
陸
し
ま
し
た
。
ミ
ス
タ
ー
と
ミ
セ
ス

と
両
方
が
船
ま
で
来
て
く
れ
て
嬉
し
く
対

面
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
（
東
京
で
云
え
ば
四
ツ
谷
と
云
っ

た
感
じ
の
と
こ
ろ
で
高
い
ビ
ル
の
間
に
は

さ
ま
れ
た
四
階
建
の
裏
の
中
庭
に
面
し
た

古
く
さ
い
室
で
す
。
若
い
人
が
一
人
で
ミ

ス
タ
ー
は
週
一
・
二
度
出
か
け
ま
す
）
に

ち
ょ
っ
と
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
に
行

き
ま
し
た
。
約
六
五
哩
位
で
自
動
車
で
二

時
間
半
位
か
か
り
ま
す
（
オ
ヤ
ジ
の
運
転

で
）
但
し
五
〇
︱
六
〇
哩
の
速
さ
で
走
り

ま
す
。
オ
ヤ
ジ
は
杉
山
も
ド
ウ
シ
テ
モ

should com
e

と
云
っ
て
い
ま
す
。」

レ
ー
モ
ン
ド
夫
妻
が
吉
村
を
港
ま
で
出
迎

え
た
様
子
と
、
杉
山
も
呼
ぼ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
続
く
文
面
で
、

吉
村
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
の
生
活
は
軽
井
沢
の
臭
が

少
し
あ
り
ま
す
が
も
っ
と
ず
っ
と
ラ
フ
で

土
地
は
五
万
坪
位
で
大
き
な
も
の
で
す
。

室
の
そ
う
じ
其
の
他
す
べ
て
自
分
で
や
り

屋
根
裏
の
室
に
他
の
二
人
の
ア
ー
キ
テ
ク

ト
と
い
っ
し
ょ
に
寝
て
居
ま
す
。（
中
略
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
と
に
か
く
人
間
の
国
で

は
な
く
て
自
動
車
の
国
見
た
い
で
す
べ
て

の
規
模
が
日
本
に
く
ら
べ
て
と
て
つ
も
な

く
大
き
く
ガ
リ
バ
ー
の
物
語
の
様
な
気
が

し
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
又
書
き
ま
す
。
順
」

こ
の
文
面
か
ら
も
、
質
素
な
ア
ト
リ
エ
で

の
生
活
ぶ
り
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
で
も
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
心
惹
か
れ
た
の
だ

ろ
う
。
吉
村
の
遺
し
た
資
料
に
は
、
当
時
、

自
ら
撮
影
し
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
た
と

お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ

の
風
景
な
ど
、
大
量
の
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド

と
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
日
本

で
言
え
ば
奈
良
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
す
。

（
中
略
）
そ
こ
に
あ
る
民
家
が
非
常
に
美
し

い
ん
で
す
よ
。
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
で

す
け
ど
ね
。
そ
れ
か
ら
農
家
の
牛
小
屋
で

上
に
ま
ぐ
さ
を
入
れ
る
バ
ー
ン（
納
屋
）が
、

非
常
に
特
徴
が
あ
っ
て
面
白
い
建
物
な
の

で
す
。
そ
れ
が
本
当
に
民
家
的
で
実
用
的

な
建
物
で
、と
て
も
美
し
い
ん
で
す
。」（
別

冊
新
建
築
『
日
本
現
代
建
築
家
シ
リ
ー
ズ

⑦
吉
村
順
三
』
一
九
八
三
年
）

だ
が
、
そ
の
暮
し
は
、
日
米
関
係
の
急
速

な
悪
化
か
ら
長
く
は
続
か
ず
、
吉
村
は
、

一
九
四
一
年
七
月
、
日
本
へ
向
か
う
最
後

の
帰
国
船
に
乗
る
べ
く
、
わ
ず
か
一
年
の

ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
滞
在
を
切
り
上
げ
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
移
動
し
、
竜
田
丸
に
乗

船
し
て
日
本
に
帰
国
す
る
。
日
本
に
到
着

し
た
の
は
、
八
月
十
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

さ
て
、
時
は
過
ぎ
、
太
平
洋
戦
争
を
挟
ん

だ
、
そ
の
七
年
後
の
一
九
四
八
年
十
月
、

レ
ー
モ
ン
ド
は
、
焦
土
と
化
し
た
東
京
へ

再
び
戻
り
、
翌
年
に
、
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
東
京
支
社
の
建
設
現
場
で
設

計
活
動
を
再
開
す
る
。
そ
の
後
、
群
馬
音

楽
セ
ン
タ
ー
、
南
山
大
学
な
ど
を
手
が
け
、

一
九
七
〇
年
、『
自
伝
』
の
発
行
と
、
銀
座

松
坂
屋
の
「
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド

展
」
開
催
に
よ
り
、
戦
前
戦
後
の
延
四
一

年
に
及
ぶ
日
本
で
の
設
計
活
動
に
区
切
り

を
つ
け
、
一
九
七
三
年
六
月
、
日
本
を
去
っ

て
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
へ
戻
り
、
新
た
に
建
て

た
ス
タ
ジ
オ
で
暮
ら
し
始
め
る
。

そ
し
て
、
そ
の
二
年
後
の
一
九
七
五
年
、
ロ
ッ

ク
フ
ァ
ラ
ー
邸
の
仕
事
で
渡
米
し
た
吉
村
は
、

所
員
の
平
尾
寛
と
共
に
、
予
告
な
し
に
ニュー

ホ
ー
プ
へ
立
ち
寄
る
。
こ
こ
に
掲
載
す
る
写

真
は
、
そ
の
時
の
ス
ナ
ッ
プ
で
、
杉
山
の
下

に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
、
こ
の
生
前

最
後
と
な
っ
た
師
弟
の
再
会
に
つ
い
て
、
平

尾
氏
か
ら
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
。
玄
関

先
に
現
れ
た
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
吉
村
を
見
つ

け
て
「
順
三
！
」
と
叫
び
、
抱
き
つ
い
た
と

い
う
。
そ
ん
な
記
憶
を
刻
ん
だ
ニ
ュ
ー
ホ
ー

プ
の
家
は
、
今
も
、
彼
の
遺
族
に
よ
っ
て
大

切
に
守
ら
れ
、
静
か
な
時
を
重
ね
て
い
る
。

レ
ー
モ
ン
ド
夫
妻
と
吉
村
順
三　
一
九
七
五
年

南
側
か
ら
見
た
外
観
全
景　
二
〇
〇
三
年
の
現
況

吉
村
順
三
と
の
最
後
の
再
会

ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
の
家
　
一
九
三
九
年

文
・
写
真
＝
松
隈  
洋
［
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
］





キッチンからリビングの見晴らし
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